
金沢市立西小学校

スクールフォ－ラム

西小学校の教育活動
今年度の成果と課題

令和５年度
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本校の学校教育目標

生きる力を身につけ、可能性を追究する児童の育成

学びたい！
追究したい！
自分のために、

みんなのためにがんばりたい！

笑顔
あふれる

自ら考え行動する子

「明日も学校に来たい」と思える学校の実現

～子どもも教師も笑顔あふれる西小学校～



目指す学校像
自ら追究したいと主体的に動き出す児童を育成する学校

・課題を解決するために、
手ゴールまで見通しをもっ
て解決しようとする姿

主体的に考える子

・他者と協働し、かかわり
あいながら解決しよう
とする姿

・気持ちのよい挨拶を進んで
しようとする姿
・思いやりや感謝の心で進ん
で挑戦しようとする姿

主体的に学び合う子 自ら進んで行動する子

自ら考え行動する子



児童 「学校が楽しい」
保護者「お子さんは、楽しそうに学校に通っている」

学校評価 ①児童・保護者アンケート

•児童 アンケート R4前期 ９６％→ R５前期 ９８％

•保護者アンケート R4前期 ９２％→ R５前期 ９４％

→学校行事等の通常開催、協働的な学び（ﾍﾟｱ・ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習、話し合い活動など）

→参観する機会の増加

｢明日も学校に来たい！｣と、思える学校の実現を目指します



長田中学校校区における共通実践

①スイッチオン、②家庭学習の定着、③あいさつ

学校評価 ②小中一貫教育

・教員 アンケート R４前期 ４７％→ R５前期 １００％
・実施内容：小中一貫教育代表者会２回（年３回）

学校評議委員会（長田中校長参加）
中学生あいさつ運動来校（年２回）
※６年生長田中学校見学９/12、

小中一貫英語教育授業参観９/15、

長田中演劇発表会（６年DVD鑑賞）

学習面・生徒指導面・特別活動面での共通実践を！



ICTの活用に関するアンケート

•教員アンケート R４前期 ６９％→ R５前期 ８７％

•児童アンケート R４前期 ９５％→ R５前期 ９６％

→児童はタブレットの活用に慣れてきている。

→けやきタイム（朝学習の時間）を活用したタイピングスキルアップ

タイピングスキルの向上と効果的な活用方法の定着

学校評価 ③ICTの活用



学習指導



学習指導 ①学びの基盤作り 家庭学習

家庭学習強化週間

７月
さらなる
自信・学力

目標時間 学年×１０分

「家で 学年×１０分 勉強している」

【児童】 ９６％
【保護者】 ８７％

学習内容の定着には、家庭学習での取組が大切。

９％の差異



活用力プリント学習指導 ①学びの基盤づくり

実施率 １学期 ９３％
○ 読み方や答え方などが児童に身につき
つつある。

正答率もさらにあがっていくように、繰り返し
取り組む



読む力・話す力の育成学習指導 ②学び合う授業づくり

考えわざ・
伝えわざを
つかって

「話し合う活動（伝えわざ・考えわざの活用）を通じて、自分の考
えを深めたり、広げたりすることができた」

【児童】 ９５％
〇学び方、考え方を児童が選択する
○学び合いのよさや、学び合いが学習理解につなが
っていることを感じている



学習指導

「学習内容がよくわかる」

【児童】 ９８％

楽しい！
わかる！



学力調査結果

県基礎学力調査 県平均との比較

４年 国語 やや上回る

４年 算数 やや上回る

６年 英語 やや下回る

全国学力・学習状況調査 県平均との比較

６年 国語 やや下回る

６年 算数 やや下回る

６年 理科 下回る

県基礎学力調査 県平均との比較

４年 国語 やや上回る

４年 算数 やや上回る

６年 社会 やや下回る



学力調査の結果から、取り組んでいくこと

～授業での取組～

・図や式、グラフと言葉や文を結びつける力をつける
ために、重点的に指導する単元を話し合い、意識的
に指導

・「考えわざ」「伝えわざ」を活用させる授業

・わかったことを自分の力で「話す」「書く」



学力調査の結果から、取り組んでいくこと

～授業以外での取組～

・活用力プリントの取組を継続

・スイッチオンで、これまでの学習を復習する
→タブレット端末も活用しながら

・家庭学習で理科や社会の問題に取り組む



生徒指導



基本的な生活習慣の定着

温かい心の育成

生徒指導

生活を見直し、よりよい自分を
主体的につくりだす子

子ども理解・家庭や地域との連携



温かい心の育成西小のスマイル

「友だちのスマイルを見つけ、

認め合ったり助け合ったりすることができた」 ９０％

〇自己存在感を持てる
○共感的な人間関係を築く

スマイルの掲示 終わりの会



子ども理解・家庭や地域との連携心の日

「困ったことや悩みがあったら、誰かに相談するこ

とができます」94％

これからも継続して取り組む

心の日の
アンケート

スクール
カウンセラー



子どもの理解 子ども理解・家庭や地域との連携

全員面談 情報共有

週１回

いじめ防止
基本方針

未然防止
早期発見
対処
措置

いじめ問題
対策チーム

複数の職員
で対応

SOSを出せるようにする取り組み



子ども理解・家庭や地域との連携スマホについて

個人情報 ストーカー 誘拐

課金 誹謗中傷
友だちとの
トラブル

大切なお子さんを守るためにも
保護者の方が把握できるように



特別活動



委員会活動

特別活動 ①児童会活動の充実

【児童会目標】
作ろう！楽しい学校～自分達の手で～

体育委員会
(シャトルボール記録会)

児童会目標発表



代表委員会
各クラスで

話し合われたこと

委員会
各クラス

特別活動 ①児童会活動の充実

代表委員会の充実



代表委員会
各クラスで

話し合われたこと

委員会
各クラス

特別活動 ①児童会活動の充実

代表委員会の充実



代表委員会

代表委員会の充実

各クラスで
話し合われたこと

委員会
各クラス

特別活動 ①児童会活動の充実



代表委員会

代表委員会の充実

各クラスで
話し合われたこと

委員会
各クラス

特別活動 ①児童会活動の充実



代表委員会

代表委員会の充実

各クラスで
話し合われたこと

委員会
各クラス

特別活動 ①児童会活動の充実



特別活動 ①児童会活動の充実

「よりよい学級や学校にするために、進んで話し合
い実践することができた。」

【児童】 ９６％
〇学校生活の課題を自分達で解決しようとする力
→代表委員会や委員会と各学級をつなぐ工夫



特別活動 ②縦割り活動の充実

西っこ遊び



特別活動 ②縦割り活動の充実

「西っ子遊び、縦割り掃除、委員会活動などで、自分の
役割を意識して進んでできた。」

【児童】 ９９％
〇自分の役割に責任をもち、活動に取り組む姿

○グループ活動がうまくいくように温かく声を掛け合う姿
→事前・事後の学習で、児童のさらなる成長へつなげる。



新体力テストの結果

体力合計点 平均（点） 県平均との比較

４年 男子 やや上回る

４年 女子 上回る

５年 男子 やや上回る

5年 女子 やや上回る

6年 男子 やや下回る

6年 女子 やや下回る

本校 平均 やや上回る



健康教育



「歯科検診の結果」健康教育
むし歯あり

むし歯なし

88.7

11.3

全校

むし歯なし むし歯あり

むし歯罹患率
R4年度 １０．５％
R5年度 １１．３％



健康教育

親子染め出し歯みがき強化週間

「歯と口の健康」



健康教育

４年生：全国小学生歯みがき大会２年生：おくばの王様をまもろう

「歯と口の健康」



スマホ所持率

「メディアとの付き合い方」健康教育

中学年以降、所持率が高くなる傾向にある
→低学年から家庭と連携したメディアに
関わる指導の必要性

高学年６９％

中学年４９％

低学年１６％



健康教育 メディアとの付き合い方

いしかわ子ども総合条例



教職員アンケート結果等

西小「時間外勤務時間」

昨年度比２時間59分減

※目標の４５時間超過

4月~8月平均５９％

・日課の変更
・月２回の｢定時退庁日｣の設定
・ﾌｫｰﾑによる欠席等の連絡

・電話対応 18:30~翌朝7:30
（平日夜及び土日･休日）

・教育活動へのボランティア参加
・閉庁日の学校花壇への水やり
・サマースクールの縮小
・下校後の忘れ物対応
・PTA主催の行事･会合等の縮減

教員の業務適正化



今後とも
力強いご協力とご支援を

お願いいたします


